
広報りっとう　　　2010.広報りっとう　　　2010.10. １19 

りっとう再発見

67○
～竹

た け

村
む ら

定
さ だ

治
じ

さんと
鉄道資料コレクション～

　

竹
村
定
治
さ
ん
は
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
に
葉
山
村
大
字
伊
勢
落

（
現
在
の
栗
東
市
伊
勢
落
）
で
生
ま
れ

ま
し
た
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
列
車
が
大
好
き
で
、

家
の
近
く
を
走
る
草
津
線
の
列
車
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
そ
の
姿
が
見
え

な
く
な
る
ま
で
、
乗
せ
ら
れ
て
い
る
大

八
車
の
車
輪
を
つ
か
ま
え
て
動
こ
う
と

せ
ず
、
母
親
を
困
ら
せ
て
い
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
机
い
っ
ぱ
い
に
レ
ー
ル
を

描
き
、「
ゴ
ッ
ト
ン
、
ゴ
ッ
ト
ン
」
と

言
い
な
が
ら
そ
の
上
を
ペ
ン
先
で
な
ぞ

っ
て
遊
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

学
校
を
卒
業
し
た
定
治
さ
ん
は
、
昭

和
18
年
（
１
９
４
３
）
に
国
有
鉄
道

（
国
鉄
）
に
就
職
し
ま
す
。
太
平
洋
戦

争
中
の
応お

う

召し
ょ
う

出し
ゅ
っ

征せ
い

を
経
て
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
９
月
に
国
鉄
に
復
職
し

ま
し
た
。

　

復
職
後
、
大
阪
で
勤
務
し
て
い
た
定

治
さ
ん
は
、
阪
神
百
貨
店
の
地
下
に
あ

っ
た
模
型
売
り
場
に
足
し
げ
く
通
い
、

寄
せ
集
め
の
材
料
で
作
ら
れ
た
鉄
道
模

型
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自

宅
の
仏
壇
の
前
に
レ
ー
ル
を
敷
き
、
購

入
し
た
鉄
道
模
型
を
運
転
し
て
い
た
と

い
い
ま
す
が
、
数
十
年
に
わ
た
る
定
治

さ
ん
の
鉄
道
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集

は
、
終
戦
直
後
の
物
の
な
い
時
期
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
す
。

　

国
鉄
で
の
勤
務
も
順
調
で
、
昭
和
39

年
（
１
９
６
４
）
の
大
阪
駅
助
役
就
任

を
経
て
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
か

ら
昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）
の
定
年
退

職
ま
で
の
15
年
間
は
、
関
西
鉄
道
学
園

の
講
師
と
し
て
後
進
の
育
成
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。

　

関
西
鉄
道
学
園
の
講
師
を
務
め
て
い

た
時
期
に
、
海
外
の
鉄
道
講
師
と
知
り

合
っ
た
こ
と
は
、
定
治
さ
ん
の
鉄
道
資

料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
に
も
影
響
を

与
え
た
よ
う
で
す
。
定
年
退
職
後
に

は
、
外
国
車
両
の
運
転
台
へ
の
添
乗
に

度
々
招
待
さ
れ
た
ほ
か
、
鉄
道
雑
誌
に

海
外
の
新
型
車
両
が
紹
介
さ
れ
る
と
、

現
地
へ
と
足
を
延
ば
し
て
い
ま
す
。
趣

味
の
旅
行
が
海
外
に
も
向
か
っ
た
こ
と

で
、
鉄
道
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集

に
も
一
段
と
拍
車
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

定
治
さ
ん
は
平
成
20
年（
２
０
０
８
）

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
鉄
道
資
料
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
収
集
は
、
体
調
を
崩
し

て
入
退
院
を
繰
り
返
す
中
で
も
続
け
ら

れ
ま
し
た
。
時
に
は
、
車
い
す
で
東
京

ま
で
鉄
道
模
型
の
購
入
に
出
向
く
な

ど
、
鉄
道
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
集
へ

の
熱
意
は
、
生
涯
衰
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
収
集
さ
れ
た
鉄
道

資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
鉄
道
模
型
、

記
念
切
符
や
メ
ダ
ル
、
コ
イ
ン
な
ど
の

鉄
道
記
念
グ
ッ
ズ
、
書
籍
や
雑
誌
な
ど

　問合せ…栗東歴史民俗博物館 ☎554-2733    554-2755FAX

の
資
料
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
総
数

は
３
千
点
余
り
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ら

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
定
治
さ
ん
が
亡

く
な
る
前
年
の
平
成
19
年（
２
０
０
７
）

に
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、
竹
村

定
治
さ
ん
が
収
集
さ
れ
た
膨
大
な
鉄
道

資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
特
に
日

本
国
内
を
走
行
し
て
い
た
列
車
を
中
心

に
紹
介
す
る
「
竹
村
定
治
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
〜
鉄
道
模
型
の
世
界
〜
」
を
、
10

月
11
日
㈷
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
展
覧
会
は
、
市
民
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
に
基

づ
く
協
働
事
業
提
案
制
度
の
採
択
を

受
け
、「
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
市

民
学
芸
員
の
会
」
と
栗
東
歴
史
民
俗

博
物
館
が
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

関西鉄道学園講師時代の竹村定治さん

▲大阪駅助役時代の制帽


